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　薩摩中央高校福祉科２年介護実習Ⅰの１コマとして、

10月６日（火）に①訪問介護について、②赤い羽根共同

募金について、③赤い羽根共同募金の街頭募金、10月７

日（水）に④訪問入浴について、さつま町社会福祉協議

会の職員が出向き、説明等を行いました。

　将来、福祉を担う人材の養成につながればと思います。

　永野区福祉部会で、新型コロナウイルスの感染予

防についてと、ハイゼックスを使った炊き出しにつ

いての研修が実施されました。福祉部会に、さつま

町社会福祉協議会の職員も同席させていただき、ハ

イゼックス炊き出しの説明や、地域福祉についての

意見交換も実施させていただきました。永野区では、

地域の方々が安心して過ごすことができる、より住

み良い地域づくりを推進して行かれるとのことです。

【うなずく会】

場所：久富木区公民館

　８月18日（火）10時から、角郷公民会の高齢者ふれあ

い・いきいきサロン「うなずく会」へ地域福祉について

の講座に行ってまいりました。

【船木五反田サロン】

場所：船木地区農業構造改善センター

　10月５日（月）９時から、高齢者ふれあい・いきいき

サロン「船木五反田サロン」へ地域福祉についての講座

に行ってまいりました。

　さつま町役場保健福祉課の方と同行し、前半はさつま

町地域福祉計画・地域福祉活動計画の話、後半は認知症

についてのビデオ視聴、助け合いゲームの体験をしてい

ただきました。普段の困りごと等、様々なご意見をいた

だき、大変、参考になりました。

　今後も、参加者の方々の反応をみながら、分かりやす

い説明にしていきたいです。

薩摩中央高校での福祉教育の支援内容

出前講座「地域福祉を考える」

永野区福祉部会

↑　うなずく会

↑　船木五反田サロン



令和２年10月発行（3）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

↑　平成30年度にさつま町と一体的に

　作成した、地域福祉活動計画

地域福祉活動推進委員会を開催しました

　８月31日（月）14時から、宮之城ひまわり館の

いきいき学習室にて、第１回地域福祉活動推進委

員会を開催いたしました。委員会の冒頭で、地域

福祉活動推進委員の方々に、委嘱状を交付させて

いただきました。

　委員会では、昨年度の振り返りから、今後の事

業の取り組みについて説明を行いました。

　委員の方々には、高齢者の生活支援や、地域福

祉活動の充実に向けて、さつま町地域福祉活動計

画の評価や提案等、今後のさつま町の地域福祉の

推進に対し、お力を貸していただきたいです。

　どうぞ、よろしくお願いします。
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阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、
さ

つ
ま
町
で
活
動
中
の
生
活
支
援
の
グ

ル
ー
プ
へ
の
取
材
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る

『
西
町
支
え
あ
い
隊
』
へ
の
密
着
取
材

と
、『
紫
尾
上
さ
さ
え
愛
隊
』
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
団
体
も
「
他
の
地
域
で
も
お
互

い
さ
ま
の
支
え
合
い
活
動
が
広
が
っ
て

い
っ
て
く
れ
る
な
ら
」
と
快
く
お
引
き
受

け
く
だ
さ
り
、
私
ど
も
も
大
変
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
取
材
さ
れ
た
内
容
を
基
に
、
阿
久
根
市

で
は
９
月
中
旬
か
ら
住
民
向
け
の
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
、
さ

つ
ま
町
社
協
か
ら
も
講
師
と
し
て
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
後
の
地
域
福
祉
の
推

進
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　　　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
活

動
が
で
き
な
い
サ
ロ
ン
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
感
染
対
策

を
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
た
サ
ロ
ン
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
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さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
現

在
、
左
記
の
災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
既
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

・
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
義
援
金

・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

・
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
大
雨
災
害
義
援
金

・
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

・
東
日
本
大
震
災
義
援
金

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金

・
中
東
人
道
危
機
救
援
金

【
災
害
義
援
金
の
お
礼
と
お
願
い
】

　
本
年
も
10
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
公
民
会
を

通
じ
て
、
各
家
庭
に
募
金
の
お
願
い
を
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
つ
ま
町
内
の
各

職
域
や
学
校
な
ど
に
も
お
声
か
け
し
、
ご

厚
志
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
つ
き

ま
し
て
は
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
募
金
く
だ
さ
い
ま
し
た
浄
財
は
、
鹿
児

島
県
共
同
募
金
会
へ
一
旦
送
金
さ
れ
、
さ

つ
ま
町
共
同
募
金
委
員
会
を
通
じ
、
地
域

福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の

　
　
　
お
礼
と
お
願
い
】

�

福祉用具紹介 

自動ラップ式トイレ�

↑ 手を汚さずに、ボタン１つで排泄物をラッピングでき、簡単に処理できます。 

介護用品について、かごしま県民交流センター２階にも、さまざまな介護用品の展示があります。 
ふれあい・いきいきサロンや高齢者クラブ等で、一度見学されてはいかがでしょうか。 
鹿児島県介護実習・普及センター　☎099-221-6615・6616 
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社会福祉法人紹介（信教寺保育園）

◆信教寺保育園の沿革

　・昭和４年　農山村乳幼児託児所として設置される。

　・昭和23年　宗教法人信教寺保育園として認可される。

　・平成28年　社会福祉法人甘露会信教寺保育園、信教寺

　　児童クラブとして認可される。

◆定員　60名

　平成30年に園舎が移転新築されました。児童福祉の精

神を基礎に、浄土真宗の『まことの保育』に基づいて「忍

耐・自立・共生・慈悲・感謝」の５つを指針として保育さ

れています。

　社会福祉法人甘露会　野﨑流見　園長　談「時代の流れ

とともに、私たちを取り巻く環境や人と人とのつながり方

も多様に変化していますが、子どもの純粋さは今も昔も変

わらず、その存在そのままが私たち大人に希望の光を与え

てくれます。そんな尊いいのちをお預かりする保育園の役

割は今後ますます重要であり、これからも生きがいを分か

ち合いながら、地域の人と共に歩んで行きたいです」

　信教寺内で行われる保育園行事もあり、信教寺学童クラ

ブや子ども食堂での交流活動も行われています。
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川
上
洋
一
郎
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市
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上
　
羊
子

大
園
チ
リ
子
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紫
尾
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故
　
大
園
　
滿
行

山
下
ミ
ツ
子
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山
崎
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故
　
山
下
　
俊
一

門
前
　
　
昭
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宮
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城
屋
地
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故
　
門
前
か
つ
子

末
吉
　
和
広
（
山
崎
）
　
故
　
末
吉
　
敦
子

栗
山
　
雪
生
（
白
男
川
）
故
　
栗
山
　
五
子

児
玉
　
健
一
（
山
崎
）
　
故
　
児
玉
　
清
春

前
野
　
成
子
（
柊
野
）
　
故
　
柿
木
原
　
文

前
野
　
惠
子
（
平
川
）
　
故
　
前
野
　
陸
郎

内
ノ

ア
キ
子
（
求
名
）
　
故
　
内
ノ

茂
利

宮
薗
　
修
一
（
中
津
川
）
故
　
宮
薗
　
鐵
子

中
山
美
代
子
（
久
富
木
）
故
　
中
山
　
純
弘

中
村
サ
ツ
エ
（
宮
之
城
屋
地

）
故
　
中
村
　
　
勝

川
上
　
廣
子
（
求
名
）
　
故
　
川
上
　
正
俊

三
谷
タ
ミ
ヱ
（
二
渡
）
　
故
　
三
谷
　

樹

末
吉
　
良
二
（
山
崎
）
　
故
　
末
吉
　
政
子

半
崎
　
良
和
（
中
津
川
）
故
　
半
崎
　
豊
光

大
山
ミ
チ
子
（
鶴
田
）
　
故
　
大
山
　
武
光

　
　
　
　
　
　
匿
名
希
望
　
４
件

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

・
永
吉
　
盛
男

　
　
　
　
（
物
品
寄
付
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
７
月
１
日
〜
 

 
 
令
和
２
年
９
月
30
日
受
付
分
）

寄
付
者
名
（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

大
黒
進
一
郎
（
鹿
児
島
市
）
故
　
大
黒
　
　
進

天
辰
ク
ニ
子
（
永
野
）
　
故
　
天
辰
　
末
隆

松
尾
　
満
彦
（
平
川
）
　
故
　
松
尾
　
敏
彦

迫
　
美
和
子
（
船
木
）
　
故
　
鍛
治
屋
ト
シ

久
木
留
哲
雄
（
時
吉
）
　
故
　
久
木
留
ス
ミ
子

外
囿
美
代
子
（
虎
居
）
　
故
　
外
囿
　
一
惠

德
留
　
好
子
（
紫
尾
）
　
故
　
德
留
　
　
司

西
　
　
邦
子
（
久
富
木
）
故
　
西
　
　
滿
博

竹
林
　
　
広
（
平
川
）
　
故
　
竹
林
　
逸
子

川
畑
　
嘉
兼
（
山
崎
）
　
故
　
川
畑
　
一
男

平
城
　
康
憲
（
山
崎
）
　
故
　
平
城
サ
ツ
エ

髙
下
　
和
典
（
鶴
田
）
　
故
　
髙
下
ア
ヤ
子

松
下
　
秀
輝
（
佐
志
）
　
故
　
松
下
　

子

東
　
　
洋
生
（
山
崎
）
　
故
　
東
　
　
靜
子

有
田
久
美
子
（
永
野
）
　
故
　
有
田
　
育
男

森
山
ミ
チ
ヱ
（
中
津
川
）
故
　
廣
瀨
ツ
ヨ
コ

甫
立
　
良
子
（
宮
之
城
屋
地
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故
　
甫
立
　
政
則

中
村
　
正
人
（
久
富
木
）
故
　
中
村
　
兆
作

福
田
　
節
子
（
虎
居
）
　
故
　
福
田
　
博
幸

中
山
　
　
溜
（
久
富
木
）
故
　
中
山
　
孝
子

米
増
　
正
子
（
中
津
川
）
故
　
米
増
　
洋
子

上
野
　
章
一
（
船
木
）
　
故
　
上
野
　
靜
子

松
元
リ
ョ
ウ
子
（
山
崎
）
　
故
　
木
下
ツ
ル
ヱ

⻆
　
セ
ツ
子
（
虎
居
）
　
故
　
⻆
　
　
　
弘

柳
田
　
　
哲
（
湯
田
）
　
故
　
柳
田
　
ム
ツ

原
口
　
正
博
（
中
津
川
）
故
　
原
口
　
ミ
ナ

福
留
　
盛
三
（
紫
尾
）
　
故
　
福
留
　
玉
喜

橋
口
　
光
明
（
佐
志
）
　
故
　
橋
口
　
幸
子

後
藤
美
代
子
（
湯
田
）
　
故
　
後
藤
　
建
一

髙
嶺
テ
ル
エ
（
神
子
）
　
故
　
髙
嶺
　
武
光

貴
島
　
晃
人
（
求
名
）
　
故
　
貴
島
　
　
晃

德
留
　
真
紀
（
二
渡
）
　
故
　
德
留
　
睦
子

山
下
　
勝
盛
（
佐
志
）
　
故
　
山
下
ユ
イ
ノ

池
山
れ
い
子
（
永
野
）
　
故
　
池
山
　
正
満

池
田
美
和
子
（
求
名
）
　
故
　
池
田
　
政
利

福
元
シ
ヅ
子
（
永
野
）
　
故
　
福
元
ヤ
ス
子

寺
島
　
光
郎
（
久
富
木
）
故
　
寺
島
　
民
子

脇
　
　
哲
哉
（
求
名
）
　
故
　
脇
　
　
唯
子

日
高
　
清
子
（
平
川
）
　
故
　
日
高
　
　
忍

花
田
　
茂
子
（
神
子
）
　
故
　
福
島
　
ミ
ヤ

德
永
　
滿
義
（
虎
居
）
　
故
　
宮
﨑
　
友
子

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

（
車
い
す
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
　
等
）

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ

つ
ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出
し

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
は
、
無
料
で

貸
し
出
し
て
お
り
、
車
椅
子
は
一
ヶ
月
間

だ
け
無
料
で
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
　
52
〜
１
１
２
３

◎コロナウイルス感染予防の為に、借用時・返却時に各自消毒をお願いいたします。消毒液については、事務所に準備してありますのでお声掛けください。
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【
こ
こ
ろ
の
元
気
カ
フ
ェ
】

　
　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
電
　
話

：

52
〜
２
４
４
３

　
相
談
員

：

か
ご
し
ま
メ
ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
員

　
場
　
所

：

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
　
相
談
室

　
日
　
時

：

毎
月
　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
心
配
ご
と
相
談
】

　
　
※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
相
談
員

：

さ
つ
ま
く
ら
し
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員

　
場
　
所

：

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
　
相
談
室

　
日
　
時

：

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

【
無
料
法
律
相
談
】

　
　 

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
電
　
話

：

（
代
）
52
〜
１
１
２
３

　
相
談
員

：

弁
護
士

　
場
　
所

：

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
　
相
談
室

　
日
　
時

：

毎
月
　
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
※
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

この広報誌の発行には赤い羽根共同募金が使われています。

編

集

後

記

　
す
っ
か
り
空
も
秋
め
い
て
、
収
穫

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
実
り
の
秋

を
迎
え
、
稲
刈
り
で
お
忙
し
い
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気

に
な
る
の
は
台
風
で
、
台
風
が
発
生

す
る
た
び
に
、
天
気
予
報
を
特
に
気

に
し
だ
し
ま
す
。
最
近
、
各
地
で
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
い

つ
・
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
の
で
、
普
段
か
ら
、
災
害
に
対
す

る
備
え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
広
報
誌
第
55
号
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。
発
行
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

為
に
、
生
活
に
有
用
な
情
報
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
よ
り
見
や
す
い
誌
面

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
の
為
に
、

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

←
　
　
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　さつま町社会福祉協議会のホームページも、

ぜひご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業により、生活資金でお悩みの皆さまへ

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内
　各都道府県社会福祉協議会では、低所得世帯等の方々に対して、生活費等の必要な資金の貸付を行う、

生活福祉資金貸付制度を実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失

業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、緊急小口資金等の特例貸付を実施します。

　特例貸付の具体的な内容のお問合せや貸付のご相談は、さつま町社会福祉協議会までご連絡ください。

　　　　さつま町社会福祉協議会（宮之城ひまわり館）電　話：0996-52-1123
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地：さつま町宮之城屋地2117- １
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